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	応用
	抗原情報
	背景
	5'-ヌクレオチダーゼ、細胞質IIIA（NT5C3A） ヒト この遺伝子は、ヌクレオシド5'-一リン酸の脱リン酸化を触媒する5'-ヌクレオチダーゼファミリーに属する酵素をコードする。コードされるタンパク質はピリミジン5'-ヌクレオチダーゼの1型アイソザイムであり、ピリミジン5'-一リン酸の脱リン酸化を触媒する。この遺伝子の変異は、ウリジン5'-一リン酸加水分解酵素欠損による溶血性貧血の原因となる。この遺伝子には複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されており、この遺伝子の擬似遺伝子は3番染色体と4番染色体の長腕に位置する。[RefSeq提供、2012年3月],触媒活性：5'-リボヌクレオチド + H(2)O = リボヌクレオシド + リン酸。,疾患：NT5C3の欠陥はP5N欠損症[MIM:266120]の原因である。P5N欠損症による溶血性貧血またはUMPH1欠損症による溶血性貧血とも呼ばれる。P5N欠損症は常染色体劣性疾患であり、顕著な好塩基性スティップリングと赤血球内への高濃度のピリミジンヌクレオチドの蓄積を特徴とする溶血性貧血を引き起こす。鉛中毒による貧血に関与し、学習障害にも関連する可能性がある。,機能：ヌクレオチダーゼとホスホトランスフェラーゼの両方として作用する。,誘導：アイソフォーム2は、ループス封入体と関連して、Raji細胞においてインターフェロンαによって誘導される。,類似性：ピリミジン5'-ヌクレオチダーゼファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。,組織特異性：アイソフォーム1とアイソフォーム3は網状赤血球とリンパ球で発現する。アイソフォーム4は網状赤血球でのみ発現する。,
	研究分野
	プリン代謝;ピリミジン代謝;ニコチン酸およびニコチンアミド代謝;
	画像データ
	

	NT5C3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NT5C3抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NT5C3 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

